
2026年度 入学試験問題

� �理 科
ＲＪ(前期Ａ)

（ 4 0 分）

〔 注 意 〕

① 問題は򩙢～򩟻まであります。
② 解答用紙はこの問題用紙の間にはさんであります。
③ 解答用紙には受験番号，名前を必ず記入してくだ

さい。
④ 解答はすべて解答用紙の所定のところへ記入して

ください。
⑤ 試験開始の合図があったら，すべてのページが揃

そろ

っているかを確認してください。



򩙢 植物がでんぷんをつくるはたらきを調べるために，アサガオの葉を用いて次の実験を行
いました。あとの問いに答えなさい。

【実験】
操作 񀀱 ふ入りの葉 񀀨緑色だけではなく白い部分
がある葉񀀩がついているアサガオのはちを 񀀱日
暗い部屋においておきました。

操作 񀀲 次の日の朝，葉の一部分を右の図１のよ
うにアルミニウムはくでおおって，アサガオの
はちを日当たりのよい場所におきました。

操作 񀀳 お昼過ぎにアサガオのはちから葉をとっ
てアルミニウムはくをはずして，葉をやわらか
くするために湯につけました。

操作 񀀴 湯から取り出した葉をあたためたエタノ
ールに入れました。

操作 񀀵 エタノールから取り出した葉をもういちど湯に入れて洗ったあと，でんぷんがで
きたことを確かめるためにある薬品にひたしました。

【結果とまとめ】
葉の一部分だけが青紫色に変色し，植物がでんぷんをつくるためには日光と葉の緑色の

部分が必要だということが分かりました。

⑴ 【実験】の操作 񀀲を行った日の朝，アサガオの葉の表面が少しぬれていました。これはア
サガオの葉から水分が出ていたためと考えられます。このように，葉から水分を出す植物
のはたらきを何と呼びますか。

⑵ アサガオの花は花びらを 񀀱枚 񀀱枚ばらばらに分けることはできません。同じようなつく
りを持つ花をつける植物を次のア～オから 񀀱つ選び，記号で答えなさい。
ア ツツジ イ サクラ ウ エンドウ エ アブラナ オ ホウセンカ

⑶ 【実験】の操作 񀀱で，アサガオのはちを 񀀱日暗い部屋においておいたのは，葉からあるも
のをなくすためです。このあるものとは何ですか。次のア～エから 񀀱つ選び，記号で答え
なさい。
ア 葉の緑色の部分 イ でんぷん ウ 水分 エ 二酸化炭素

⑷ 【実験】の操作 񀀴で葉をあたためたエタノールにつけるのは，葉にふくまれるあるものを
とかし出すためです。何をとかし出すためですか。⑶のア～エから 񀀱つ選び，記号で答え
なさい。
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⑸ 【実験】の操作 񀀴で用いるエタノールをあたためるときには，エタノールの入ったビーカ
ーをガスコンロなどで直接加熱せず，熱湯にエタノールの入ったビーカーをつけてあたた
めるようにしました。この理由について説明した次の文章の 񀀨 񀀩に入る語句を答えなさ
い。

エタノールの入ったビーカーを直接火をつかって加熱するとエタノールが 񀀨 񀀩おそ
れがあるから。

⑹ 【実験】の操作 񀀵で，でんぷんができたことを確かめるために用いたある薬品とは何です
か。

⑺ 植物がでんぷんをつくるためには日光が必要なこ
とは，【実験】の操作 񀀵である薬品にひたした後，葉
のどの部分を比べると分かりますか。図２のア～エ
から 񀀲つ選び，記号で答えなさい。

⑻ 植物がでんぷんをつくるためには葉の緑色の部分
が必要なことは，【実験】の操作 񀀵である薬品をひた
した後，葉のどの部分を比べると分かりますか。図
２のア～エから 񀀲つ選び，記号で答えなさい。
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򩙰 食塩とミョウバンの水に対するとけ方を調べました。あとの問いに答えなさい。答えが

割り切れない場合は，小数第 𠀲位を四捨五入して，小数第 𠀱位まで答えなさい。また，水
𠀱 𠁭𠁌の重さは 𠀱 𠁧とします。

【実験 񀀱 】 食塩とミョウバンについて，水 񀀱񀀰񀀰 񀁭񀁌にどれだけとけるかを水の温度を変えて調
べ，次の表にまとめました。

表 水 񀀱񀀰񀀰 񀁭񀁌にとかすことができる食塩とミョウバンの重さ

温度 񎘇񀂰񀁃񎘈 񀀰 񀀲񀀰 񀀴񀀰 񀀶񀀰 񀀸񀀰

食塩 񎘇񀁧񎘈 񀀳񀀵񀀮񀀷 񀀳񀀵񀀮񀀸 񀀳񀀶񀀮񀀳 񀀳񀀷񀀮񀀰 񀀳񀀸񀀮񀀰

ミョウバン 񎘇񀁧񎘈 񀀵񀀮񀀷 񀀱񀀱񀀮񀀴 񀀲񀀴񀀮񀀰 񀀵񀀷񀀮񀀴 񀀳񀀲񀀱񀀮񀀶

⑴ 食塩 񀀱񀀹 񀁧をすべてとかすためには，񀀸񀀰񀂰񀁃の水が少なくとも何񀁭񀁌必要ですか。

⑵ 񀀸񀀰񀂰񀁃の水 񀀱񀀰񀀰 񀁭񀁌に食塩をとけるだけとかしました。この水よう液 񀀵񀀰 񀁧には何 񀁧の食
塩がとけていますか。

⑶ 񀀶񀀰񀂰񀁃の水 񀀵񀀰 񀁭񀁌にミョウバンをとけるだけとかしました。この水よう液を 񀀴񀀰񀂰񀁃まで
冷やしました。このとき，とけきれなくなって出てくるミョウバンは何 񀁧ですか。

食塩 񀀳񀀰 񀁧とミョウバン 񀀲񀀰 񀁧が混ざった粉末があります。この粉末を使って，食塩とミョウ
バンを分ける実験を考えることにしました。ただし，食塩とミョウバンが水に同時にとけて
いる場合でも，それぞれのものが水にとける量は【実験 񀀱 】の結果と変わらないものとします。

【実験 񀀲 】 この粉末を 񀀶񀀰񀂰񀁃の水 񀀱񀀰񀀰 񀁭񀁌にとかしたところ，すべてとけました。
【実験 񀀳 】 【実験 񀀲 】でつくった水よう液を 񀀷񀀵 񀁧だけ取り出し，ゆっくりと 񀀲񀀰񀂰񀁃まで冷やした
ところ，とけきれなくなった粒񀁁が出てきました。粒񀁁をふくむこの 񀀲񀀰񀂰񀁃の水よう液を水
よう液①とします。

【実験 񀀴 】 水よう液①を下の図１のようにろ紙に通して，水よう液②を作りました。
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【実験 񀀵 】 水よう液②を 񀀱񀀰 񀁧はかりとり，加熱して水を完全に蒸発させたところ粒񀁂が出て
きました。

⑷ 【実験 񀀳 】で出てきた粒񀁁は何 񀁧ですか。

⑸ 【実験 񀀴 】の図１のようにものを分ける操作を何と呼びますか。

⑹ 図１の操作はどのような場面で行われますか。次のア～ウから 񀀱つ選び，記号で答えな
さい。
ア 決まった量の水をはかりとる。
イ とけ残りが出た水よう液から，とけ残りを取りのぞく。
ウ 水よう液からとけているものを取りのぞく。

⑺ 【実験 񀀵 】のように，水を蒸発させることによってとけていたものを粒として取り出すこ
とができる水よう液を次のア～オからすべて選び，記号で答えなさい。
ア 砂糖水 イ 炭酸水 ウ 石灰水 エ 塩酸 オ アンモニア水

⑻ 粒񀁁と粒񀁂はそれぞれ何ですか。次のア～ウから 񀀱つずつ選び，記号で答えなさい。
ア 食塩 イ ミョウバン ウ 食塩とミョウバンが混ざったもの
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򩚠 図１のように，段ボールの板に温度計をさしこんだ的
まと

を作りました。段ボールの表面に

は黒い紙と白い紙がそれぞれはってあります。鏡や虫めがねを使って的の温度計のえきだめ

に 𠀳分間日光を当てて温度の上がり方を調べる実験を行いました。以下の実験で使った鏡は

すべて平面の鏡とし，すべて晴れた日の同じ時刻に行いました。

【実験 񀀱 】
ひかげの壁

かべ

から 񀀳 񀁭はなれたところに鏡を 񀀱

枚おき，鏡ではね返した日光を壁に当てると，日
光が当たっているところが図２のようになりまし
た。ひかげにおいていた黒い紙の的のえきだめを
図２の点񀁁に 񀀳分間おき，温度の上がり方を調べ
ると，温度が 񀀸񀂰񀁃上がりました。また，ひかげに
おいていた黒い紙の的のえきだめを日光が当たっ
ているところの中央である図２の点񀁂に 񀀳分間お
き，温度の上がり方を調べると，温度が 񀀸񀂰񀁃上が
り，点񀁁ではかったときと温度の上がり方が同じ
になりました。

【実験 񀀲 】
白い紙の的を使って【実験 񀀱 】と同じようにして，点񀁁と点񀁂に的をおいて温度の上がり

方を調べると，点񀁁でも点񀁂でも温度が 񀀳񀂰񀁃上がりました。
【実験 񀀳 】

【実験 񀀱 】で使った鏡と同じ大きさの鏡を 񀀲枚用意しました。ひかげの壁から 񀀳 񀁭はな
れたところに 񀀲枚の鏡をおき，鏡ではね返した日光を壁に当てて，日光が壁に当たってい
るところの大きさが図２と同じ大きさで完全に重なるようにしました。ひかげにおいてい
た黒い紙の的のえきだめを日光が当たっているところの中央に 񀀳分間おき，温度の上がり
方を調べると，温度が 񀀱񀀶񀂰񀁃上がりました。白い紙の的を使って同じように温度の上がり
方を調べると，温度が 񀀶񀂰񀁃上がりました。
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【実験 񀀴 】
【実験 񀀱 】で使った鏡と同じ大きさの鏡を 񀀳枚用意しました。【実験 񀀳 】と同じように実験

を行ったところ，黒い紙の的で温度の上がり方を調べると温度が 񀀲񀀴񀂰񀁃上がり，白い紙の
的で温度の上がり方を調べると温度が 񀀹񀂰񀁃上がりました。

【実験 񀀱 】～【実験 񀀴 】において，日光が当たっているところの中央の温度の上がり方をまと
めると表１のようになりました。

表１ 的にはった紙の色と使った鏡の枚数を変えたときの，日光が当たっているところの
中央の温度の上がり方

紙の色

白い紙 黒い紙

鏡の枚数

񀀱枚 񀀳񀂰񀁃上がった 񀀸񀂰񀁃上がった

񀀲枚 񀀶񀂰񀁃上がった 񀀱񀀶񀂰񀁃上がった

񀀳枚 񀀹񀂰񀁃上がった 񀀲񀀴񀂰񀁃上がった

⑴ 次のア～エの場合で日光が当たっているところの中央の温度の上がり方を調べました。
温度の上がり方が大きかった順に記号を並べなさい。ア～エの場合について，【実験 񀀱 】で
使った鏡と同じ大きさの鏡を使い，日光が壁に当たっているところの大きさは図２と同じ
大きさで完全に重なるようにして調べました。
ア 񀀴枚の鏡を使って，黒色の紙をはった的で調べた場合。
イ 񀀵枚の鏡を使って，黒色の紙をはった的で調べた場合。
ウ 񀀳枚の鏡を使って，白色の紙をはった的で調べた場合。
エ 񀀴枚の鏡を使って，白色の紙をはった的で調べた場合。
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【実験 񀀵 】
【実験 񀀱 】で使った鏡と同じ大きさの鏡を 񀀳枚

用意しました。ひかげの壁から 񀀳 񀁭はなれた
ところに 񀀳枚の鏡をおき，それぞれの鏡ではね
返した日光が壁に当たっているところの大きさ
は図２と同じ大きさで，図３のように日光が当
たっているところが一部重なるようにしました。
黒色の紙の的を使って日光が当たっているとこ
ろの温度の上がり方を調べました。

⑵ 温度が一番上がったところは何 񀂰񀁃上がりま
したか。次のア～カから 񀀱つ選び，記号で答え
なさい。
ア 񀀳񀂰񀁃 イ 񀀶񀂰񀁃 ウ 񀀸񀂰񀁃

エ 񀀹񀂰񀁃 オ 񀀱񀀶񀂰񀁃 カ 񀀲񀀴񀂰񀁃

⑶ 温度の上がり方が二番目に大きかったところ
を解答欄の図に黒くぬりなさい。

【実験 񀀶 】
【実験 񀀱 】で使った鏡と比べて 񀀲倍の大きさの

鏡を 񀀱 枚用意しました。ひかげの壁から 񀀳 񀁭

はなれたところに鏡をおき，鏡ではね返した日
光を壁に当てると，図４のように日光が当たっ
ているところの大きさが図２と比べて 񀀲倍にな
りました。ひかげにおいていた白色の紙の的を
使って図４の点񀁃と点񀁄の温度の上がり方をそ
れぞれ調べました。

⑷ 図４の 񀁃，񀁄の温度の上がり方として正しいものを次のア～エから 񀀱つ選び，記号で答
えなさい。
ア 񀁃は 񀀶񀂰񀁃上がり，񀁄は 񀀶񀂰񀁃上がった。
イ 񀁃は 񀀳񀂰񀁃上がり，񀁄は 񀀳񀂰񀁃上がった。
ウ 񀁃は 񀀳񀂰񀁃上がり，񀁄は 񀀶񀂰񀁃上がった。
エ 񀁃は 񀀶񀂰񀁃上がり，񀁄は 񀀳񀂰񀁃上がった。

― 7 ―



【実験 񀀷 】
図５のように，地面に黒い紙の的をおき，虫めがね

を使って的に当たった日光の中央が的の温度計のえき
だめに当たるようにしました。 񀀳分間日光を当て続け
た後，温度の上がり方を調べると温度が 񀀵񀂰񀁃上がりま
した。次に，図５のときより虫めがねを的へ少し近づ
けて同じように実験を行いました。

⑸ 虫めがねを的へ少し近づけた場合，的に当たってい
る日光の大きさは図５と比べてどうなりますか。次の
ア～ウから 񀀱つ選び，記号で答えなさい。
ア 大きくなる
イ 変わらない
ウ 小さくなる

⑹ 虫めがねを的へ少し近づけた場合，温度の上がり方は図５のときと比べてどうなります
か。次のア～ウから 񀀱つ選び，記号で答えなさい。
ア 񀀵񀂰񀁃より大きくなる
イ 񀀵񀂰񀁃と変わらない
ウ 񀀵񀂰񀁃より小さくなる

⑺ 【実験 񀀷 】で使った虫めがねよりもレ
ンズの大きさが 񀀲倍大きい虫めがねを
使って，地面においていた黒い紙の的
に図６のように日光を当てたところ，
的に当たっている日光の大きさが【実
験 񀀷 】の図５と同じ大きさになりまし
た。日光を 񀀳分間当て続けた後，温度
の上がり方を調べました。温度の上が
り方はどうなりますか。次のア～ウか
ら 񀀱つ選び，記号で答えなさい。
ア 񀀵񀂰񀁃より大きくなる
イ 񀀵񀂰񀁃と変わらない
ウ 񀀵񀂰񀁃より小さくなる
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򩟻 流れる水のはたらきを調べるために次の実験を行いました。斜面のかたむきが図１のよ

うに 𠁡，𠁢，𠁣，𠁤の順にだんだんとゆるやかになるように，土で斜面をつくりました。図１の
𠁡と𠁤のかたむきのところにまっすぐなみぞ，図１の𠁢と 𠁣のかたむきのところに曲がった

みぞをつくり，図２のようにみぞをつなげました。図２の𠁢と 𠁣の曲がったみぞの外側と内

側に旗 𠀱～旗 𠀴を立てました。図２の 𠁥のところから水を少しずつ流し続けました。

⑴ 水を流したあと，図３の矢印の向きから見たときの 񀁡

のみぞの断面として正しいものを次のア～エから 񀀱つ選
び，記号で答えなさい。ただし，下図の点線は水を流す
前の 񀁡のみぞの断面を表しています。
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⑵ 図２の 񀁢の曲がったみぞを流れる水の速
さがもっとも速いのはどこですか。図４の
ア～ウから 񀀱つ選び，記号で答えなさい。

⑶ 旗 񀀱～旗 񀀴を立てたところのうち，土を
けずりとるはたらきがもっとも大きいのは
どこですか。次のア～エから 񀀱つ選び，記
号で答えなさい。
ア 旗 񀀱 イ 旗 񀀲 ウ 旗 񀀳 エ 旗 񀀴

⑷ 図２の 񀁡のところと比べて， 񀁤のところでよくみられる，流れる水のはたらきを何とい
いますか。

問題は次のページに続きます
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かたむきが急な川の上流からかたむきがゆるやかな川の下流にいくほど，川底にある石の
粒の大きさが小さくなる理由を考えます。図５，図６は水の流れる速さと水の流れによって
運ばれる粒の大きさの関係をグラフに表したものです。曲線①は流されていた粒が川底に沈
んで止まりはじめるときの水の流れる速さを表しています。例えば水の流れる速さが図５の
あよりも遅いと，水の流れによって運ばれてきた図５の񀁁の粒は川底に沈んで止まり，あよ
りも速いと水の流れによって運ばれてきた񀁁の粒は川底に沈まずにそのまま水の流れに乗っ
て運ばれ続けます。曲線②は川底に沈んでいた粒が流されはじめるときの水の流れる速さを
表しています。例えば񀁁の粒を川底においたとき，水の流れる速さが図５のいよりも遅いと
そのまま川底で止まり続け，いよりも速いと川底から流されはじめます。

⑸ 水の流れる速さがだんだん遅くなる川を考えます。川の上流から流れてきた図６の񀁂と
񀁃の粒が図６のえの速さのところにきたとき，񀁂と񀁃の粒はどうなりますか。次のア～エ
から 񀀱つ選び，記号で答えなさい。
ア 񀁂も񀁃も流され続ける。
イ 񀁂は流され続け，񀁃は川底に沈む。
ウ 񀁂は川底に沈み，񀁃は流され続ける。
エ 񀁂も񀁃も川底に沈む。

⑹ 水の流れる速さがだんだん速くなっていくとき，初めに川底で止まっていた粒が流され
はじめるのは次のア～ウのどれですか。 񀀱つ選び，記号で答えなさい。
ア どろ イ 砂 ウ れき
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⑺ 水の流れる速さが川の上流の地点 񀀱で図６のう，中流の地点 񀀲で図６のえ，下流の地点
񀀳で図６のおとなり，下流に行くほど水の流れる速さがだんだん遅くなる川を考えます。
地点 񀀱の川底に図６の 񀁂，񀁃，񀁄の粒をおき，水の流れによってこれらの粒がどこの川底
にいきつくかを考えます。上流の地点 񀀱の川底で流されずに止まっていると考えられる粒
は次のア～キのどれですか。 񀀱つ選び，記号で答えなさい。
ア 񀁂，񀁃，񀁄 イ 񀁂，񀁃 ウ 񀁂，񀁄 エ 񀁃，񀁄 オ 񀁂のみ
カ 񀁃のみ キ 񀁄のみ

⑻ ⑺で񀁂の粒が川底で止まっていると考えられるのはどこですか。次のア～エから 񀀱つ選
び，記号で答えなさい。
ア 地点 񀀱 イ 地点 񀀱と地点 񀀲の間 ウ 地点 񀀲と地点 񀀳の間
エ 地点 񀀳より下流
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